【様式４】　本人にとって見過ごすことができない重大な影響に関するアセスメントシート
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Ⅱ．本人の示した意思（推定意思）の実現は、本人にとって見過ごすことができない重大な影響を生ずるかどうかの検討
	本人が他に採り得る選択肢と比較して、明らかに本人にとって不利益な選択肢といえるか。
	□はい⇒根拠　　　　□いいえ




	一旦発生してしまえば、回復困難なほど重大な影響を生ずるといえるか。
	□はい⇒根拠　　　　□いいえ




	その発生の可能性に確実性があるか。
	□はい⇒根拠　　　　□いいえ


➡上記検討の結果、
□すべて「はい」に該当する
⇒以下の方法につき検討
　　　□本人の意思決定に同意しない（同意権・代理権を行使しない）
　　　□本人の示した意思とは異なる形での代行決定（代理権、取消権の行使）を検討する
⇒様式５（本人にとっての最善の利益に基づく代行決定の検討）へ
　□上記以外
　　⇒意思又は推定意思の実現へ

【基本原則】
第３　一見すると不合理にみえる意思決定でも、それだけで本人に意思決定能力がないと判断してはならない。
第５ ①本人の意思推定すら困難な場合、又は②本人により表明された意思等が本人にとって見過ごすことのできない重大な影響を生ずる場合には、後見人等は本人の信条・価値観・選好を最大限尊重した、本人にとっての最善の利益に基づく方針を採らなければならない。
第６　本人にとっての最善の利益に基づく代行決定は、法的保護の観点からこれ以上意思決定を先延ばしにできず、かつ、他に採ることのできる手段がない場合に限り、必要最小限度の範囲で行われなければならない。
